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1 は じ め に

大豆の粗蛋自質含量の高低は豆腐の加工適性に大きく影

響し,一般に高蛋自大豆では豆腐収率が高く,豆腐も硬い

ことから,加工適性が優れる。しかし,国産大豆は生産規

模が小さく,原料大豆の粗蛋自質含量が同一品種でも栽培

地域によってばらつき,実需者から国産大豆は扱いにくいこ

とが指摘されている。そこで,本報告では粗蛋自質含量の

変動が小さい高蛋自多収大豆品種を育成するための基礎資

料を得ることを目的とし,粗蛋自質含量を栽培条件 (圃場,

播種期,栽植密度)及び栽培地域に関して比較・検討した。

2試 験 方 法

試験1)栽培圃場 。播種期が粗蛋自質含量に与える影響
供試材料は刈和野試験地で1993年の生産力検定試験に供

試した27品種・系統を用いた。試験区は普通畑標播,普通

畑晩播及び転換畑標播の 3水準の処理として,3反復で実

施した。分散分析は主試験区を処理,副試験区を品種・ 系

統とした分割区法で行った。耕種概要は以下のとおりである。

普通畑標播 :刈和野試験地_しの台圃場 (秋田県西仙北町 ,

黒色火山灰土)。 5月 25日播種。

普通畑晩播 :刈和野試験地上の台圃場 (同上)。

7月 1日播種。

転換畑標播 :水田利用部転換畑圃場 (秋田県大曲市,灰色

低地土)。 6月 4日播種。

試験2)栽植密度が粗蛋自質含量に与える影響
供試材料はスズユタカ,タ チユタカ,東北96号など 9品

種・系統とし,処理を栽植密度①株間16¨・ 2本立,②株

間 8 cm・ 2本立及び③株間8m・ 3本立 (いずれも畦幅は

75m)の 3水準として,2反復で試験を実施した。分散分

析は試験 1と同様に行った。供試圃場は刈和野試験地石名

坂圃場 (秋田県西仙北り であり,播種期は5月 29日である。

試験3)粗蛋自質含量の地域間差異
供試材料は1998年に東北 6県の奨励品種決定試験に供試

した10系統及び6品種で,各県から提供された試料である。

耕種概要は各県農業試験場の慣行法による。なお,供試土

壌は以下のとおりである。

青森農試一壌土,岩手農試―厚層腐植質黒ボク土,宮城

農セー礫質褐色森林土,秋田農試―♯嘱鑓壌土,山形農試―

褐色洪積埴壌土,福島農試―造成低地土。

なお,本報告における粗蛋自質含量の分析は近赤外分光

分析法 (NEOTEC Model 102)により行った。

3 試験結果及び考察

試験1)栽培圃場・播種期が粗蛋自質含量に与える影響
分散分析の結果,栽培条件 (栽培圃場 。播種期)に 1%
水準で有意差がみられ,普通畑標播が最も高く,転換畑標

播,普通畑晩播の順であった。しかし,栽培条件と品種の

交互作用にも1%水準で有意な差がみられており,図 1に

示したように,品種・系統によって,栽培条件に対する反

応が大きく異なっていた。つまり,栽培条件間で差が大き

い系統としてナンプンロメ (388～ 426%),東 北114号

(405～439%),東北112号 (404～436%)があり,一方,
小さい系統としては東北102号 (387～ 389%),東北110

号 (424～429%),コ スズ (428～ 438%)が あった。ま

た,品種・系統間にも明らかな違いがみられ,ワ セシロゲ

(435%),コ スズ (433%),東北109号 (430%)が比較
的高く,東北102号 (388%),タ チヨガネ (393%),ス ズ

ユタカ (395%)が 低かった。

品種 系統

図 1 栽培条件による粗蛋自質含量の変動

試験2)栽植密度が粗蛋自質含量に与える影響
栽植密度間に5%水準で有意差が認められ,図 2に 示 し

たように 8 cI・ 2本立と8cl・ 3本立ではほぼ同じであっ

たのに対し,16cm・ 2本立がわずかに低く,栽植密度が高

いはど粗蛋白質含量が高くなる傾向がみられた。また,試

験 1の場合同様に,交互作用にも差がみられ,栽植密度に

よる反応が品種・系統により異なっており,東北 111号
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(417～431%)の ように差が大きい系統がある一方,東
北110号 (436～438%)の ように小さい系統もみられた。
さらに,本試験においても品種・系統間に1%水準で有意
差がみられた。

トモエタカ タナユ″カ ミヤギンロメ 東北 114号  東北96号
スズユタカ 東北111号  東北113号  東北 110号

図2 栽植密度による粗蛋自質含量の変動

表 1 各場所の粗蛋自質含量

青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 平均
農試 農試 農セ 農試 農試 農試 値

トモユタカ      456
ラ イ デ ン 446
コ ス ズ     455 453
ス ズ カ リ 422 412
スズユタカ       434

42 9

486
438
453
417
41 1

416

453

389  432
タチユタカ

東北102号

東北 106号 415 399
東北 HO号    415 439
東北111号 422

400
42 1

439
425

405
41 1  405
41 5

429  435
424

東北112号 457
東北113号 451 429
東北 H4号
東北115号 454 444

415             425  432
451  438       434  44 1

“

4       438  442  44 1
436  444  440  446  444

図3 栽培地域 (県農試)と粗蛋自質含量
注 ( )は刈和野試験地における生産力検定試験

試験3)粗蛋自質含量の地域間差異
粗蛋自質含量の地域間差異を表 1に示した。東北106号 ,

コスズ,東北111号 ,東北H4号,東北110号 ,東北116号 の

ように変動幅が小さい品種・系統がある一方,スズユタカ

(389～434%),ト モユタカ (416～ 456%),東北112号
(415～457%),東北102号 (387～421%)のように変動
が大きく,地域間差異が大きい品種・系統もあった。また,

地域で反応が異なる品種・系統があり,試験 1及び2と 同

様に栽培条件に対する品種・系統の反応が異なっていた。

図 3は供試した品種・系統のうちの一部について粗蛋自質

含量を地図に割り付けて示したものであるが,明確ではな

いものの,日 本海側の場所で粗蛋自質含量が低く,太平洋

側の場所で高くなる傾向がみられた。しかし,子実収量 ,

百粒重などとの関係を検討したが,原因は明らかにはでき

なかった。

4ま と め

大豆子実の粗蛋自質含量は品種・系統の他に,栽培圃場,

播種期及び栽植密度などの栽培条件によっても異なってお

り,試験 1では普通畑標播が最も高く,転換畑標播,普通

畑晩播の順となり,試験 2では栽植密度が高いほど粗蛋自

質含量は高くなる傾向があった。また,それらの栽培条件

に対する反応は品種・系統によって異なっており,東ね 02

号のように栽培条件によって大きく変動する系統がある一

方,東北110号及びコスズのように変動が小さい系統もあり,

比較的安定した系統がある可能性が示唆された。しかし
,

本報告は単年度の結果であり,試料点数も限られているこ

とから,明確な結論には達することはできなかった。今後 ,

さらにデータを蓄積していく必要がある。

最後に,分析用試料を送付していただいた各県の農業試

験場の方々に感謝の意を表する。

□ 16t■・ 2本立

* 8m‐ 2本立

08m‐ 3本立

注 単位は%。

スズユタカ 東北113号 東北114号 東北115号 東北117号

-162-


